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タマネギ直播栽培 栽培暦例

１．栽培暦

２．品種

極早生種のスパート、早生種のソニッ
ク、中生種のターザン、中晩生種のも

みじ3号、晩生のケルたま等を作型に合
わせて選択する。

３．圃場準備
除草剤の散布：除草剤「ラウンドアッ

プマックスロード」を耕起前に散布し、
雑草の再生を防ぐ。
施肥：堆肥は2t、土壌pHは6.0～6.5に

なるように石灰を施用して耕うんする。
基肥は窒素15kg/10a、リン酸30kg/10a、

加里15kg/10aを目安とする。
畝立て：畝立てをする場合は畝幅120～
150cm、高さ20cmのベッドを作り、通路

幅を20～30cmとる。

４．播種

播種時期：早生品種は移植栽培の播種
時期から10～20日後、中生・晩生品種
は10日～30日後までの播種とする。こ
れより早過ぎても遅すぎても減収する。
播種深度：2cm程度とする。圃場条件に

より設定値どおり播種されないことが
あるため、実際に播種される深さを確
認する。出芽を安定させるには、十分
な鎮圧を行い、種子と土壌を密着させ
て、種子に吸水させる。

播種間隔：播種間隔はやや狭くする。1
粒播きが基本なので、欠株が発生する
ことを考慮して播種量を多めにしたい。
目安は8～10cm間隔程度。
栽植様式：畝立て栽培では、条間20～2

5cm、4条で、22,000～26,000株/10aを
目安とする。株間は上記のとおり欠株
を考慮した8～10cmとする。平畝栽培で
は株間、条間は同様で30,000株/10aを
目安とする。

５．播種後の管理
除草剤の散布：播種直後に「ｸﾞﾗﾒｯｸｽ水
和剤」、2葉期までに「ｺﾞｰｺﾞｰｻﾝ乳剤」、
その後1～3葉齢の段階で中耕し、雑草
発生前に「ﾎﾞｸｻｰ」を散布する。また、
春先の雑草対策として、2月下旬にも中
耕と「ﾎﾞｸｻｰ」を散布する。
灌水：30℃以上の高温や乾燥で発芽不
良になるので、特に高温な時期の播種
では灌水をするか、播種時期を遅らせ
る。水田転換畑等で高畝により土壌が
乾燥する場合は、生育途中で畝間灌水
を行う。

表１ 施肥例 （kg/10a）

表２ 防除暦例（令和５年５月）

追肥：窒素4kg/10aおよび加里4kg/10a

を早生品種では2月、3月に中生・晩生
品種では12月、2月、3月に追肥する。

６．防除（表２）

７．収穫

80％の株が倒伏してから1週間後を目
安に収穫する。機械収穫をする場合は、
ディガーとピッカーを用いた掘り取り

作業を進め、収穫後に乾燥処理を行う。
貯蔵中の腐敗を抑制するため、収穫後

は速やかに乾燥させる。目標収量は
6t/10a。

12月 2月 3月

堆肥 2,000 2,000

高度化成（14-14-14%） 107 15 15 15

過リン酸石灰（17.5%） 86 15

NK化成2号（16-0-16%） 25 25 25 12 12

施肥成分量 27 30 27

注：早生品種の場合、12月追肥は無し。
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注1：〇＝播種、□＝収穫、 ＝除草剤散布

注2：栽培暦は神奈川県平塚市の試験結果を基に作成

1. 1 タマネギ直播栽培　栽培暦例
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タマネギ直播栽培 栽培暦例
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灌水：30℃以上の高温や乾燥で発芽不
良になるので、特に高温な時期の播種
では灌水をするか、播種時期を遅らせ
る。水田転換畑等で高畝により土壌が
乾燥する場合は、生育途中で畝間灌水
を行う。
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表２ 防除暦例（令和５年５月）

追肥：窒素4kg/10aおよび加里4kg/10a

を早生品種では2月、3月に中生・晩生
品種では12月、2月、3月に追肥する。
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80％の株が倒伏してから1週間後を目
安に収穫する。機械収穫をする場合は、
ディガーとピッカーを用いた掘り取り

作業を進め、収穫後に乾燥処理を行う。
貯蔵中の腐敗を抑制するため、収穫後

は速やかに乾燥させる。目標収量は
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注1：〇＝播種、□＝収穫、 ＝除草剤散布

注2：栽培暦は神奈川県平塚市の試験結果を基に作成



36

タマネギ直播栽培の特徴
■タマネギ直播栽培の特徴

②作業時間①物財費

※移植機が不要となることで削減
全農園芸部作成のパッケージ提案書を基に算出

試験地：JA西日本営農技術センター（広島）、品種：ターザン
データは2か年の実績の平均値

1

③球重・収量

①育苗・定植の物財費削減 変動費6%・固定費29%削減
②作業時間20時間程度の大幅な短縮
③移植栽培より根の伸長が旺盛であり、球肥大が良好
④育苗ノウハウが必要なく、新規導入のハードルが低い

注：①②はマルチ無し、機械化体系を想定

項目
移植栽培
（A）

直播栽培
（B）

B/A

変動費　計 226,490 213,950 94%
　種子費 24,670 29,600
　育苗培土費 14,170 0
　根切りネット費 3,300 0
　その他 184,350 184,350
固定費　計 1,267,748 898,801 71%
　農機・機器料 1,215,200 898,801
　育苗施設料 52,548 0

※

タマネギ直播栽培の特徴

 2 タマネギ直播栽培技術パンフレット
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タマネギ直播栽培の技術ポイント①

■栽培暦

全農営農・技術センター（神奈川県平塚市）の事例を基に作成

■播種時期の目安

各品種の播種適期

：抽苔リスク 高
：移植栽培播種適期

：直播栽培播種適期 ：減収リスク 高
：移植栽培移植適期

早生 ソニック

中生 ターザン

中晩生 もみじ3号

9月 10月 11月

播種適期は移植栽培の播種時期より半旬～1か月遅い

2

各品種の栽培暦は以下のとおり
移植栽培と比べて、収穫時期に大きな差はない

全農営農・技術センター（神奈川県平塚市）の事例を基に作成

タマネギ直播栽培の技術ポイント①
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タマネギ直播栽培の技術ポイント②
■除草体系

使用可能な除草剤一覧（令和5年5月現在）

春先除草
・1月下旬頃にクロロIPCを散布。

雑草の芽生えがあれば中耕を実
施（タマネギの生育量と傷付け
に注意）。

・2月下旬頃に2回目のクロロIPC
を散布。

・3月下旬頃～4月上旬頃までにボ
クサーを散布する（収穫前日数
に注意）。

初期除草
・耕起前にラウンドアップ散布と耕うんを

複数回実施し、雑草種子を減らしてお
く。

・播種直後(10月上旬)にグラメックス水和
剤を散布する。

・1～2葉期(10月下旬頃)にゴーゴーサン
乳剤を散布する。

・雑草の芽生えが出始めたらすぐに中耕除
草とボクサーを散布（11月中旬頃）。

全期間
イネ科雑草
発生の場合

セレクト乳剤、
ナブ乳剤の散布

3

初期除草：土壌処理剤(グラメックス・ゴーゴーサン)の徹底
春先除草：雑草発生前～発生初期(3cm程度)までの実施

区分 薬剤名 使用時期・回数
耕起5日前まで(雑草生育期)
3回以内

グラメックス水和剤 播種後出芽前（雑草発生前）・1回以内

ゴーゴーサン乳剤 播種後～本葉2葉期（雑草発生前）・1回以内

ボクサー 中耕後（雑草発生前）収穫45日前まで・2回以内
クロロIPC 中耕後（雑草発生前）収穫30日前まで・2回以内

雑草生育期(イネ科雑草3～5葉期)
収穫21日前まで・3回以内
雑草生育期（イネ科雑草3～8葉期）
収穫14日前まで・2回以内
収穫7日前まで(雑草生育期：畦間処理)
3回以内

バスタ液剤 収穫前日まで（雑草生育期：畦間処理）・2回以内
ザクサ液剤 収穫7日前まで（雑草生育期畦間処理）2回以内

ラウンドアップ
マックスロード

耕起前

セレクト乳剤

ナブ乳剤

ラウンドアップ
マックスロード

タマネギ生育期

選択性除草剤

播種後出芽前

非選択性除草剤の
畦間処理

全農営農・技術センター（神奈川県平塚市）の事例を基に作成

栽培
除草剤散布
中耕除草

播種

月
9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

収穫

タマネギ直播栽培の技術ポイント②
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■圃場準備の概要

■耕起前除草剤の目的
耕起のみでは既発生雑草が土中で生き残ることがある
⇒耕起前に根まで枯らす
スギナやギシギシ等が多い圃場は要注意

■耕うんの目的
①雑草・雑草種子の攪拌、土中への埋没により除草する
②砕土により、発芽環境を向上、除草剤の効果を高める
③土壌を膨軟化し、物理的条件の向上

■砕土の悪い圃場での対応
・正転ロータリーを複数回かける
・アップカットロータリーを使用

■アップカットロータリーの注意点
砕土率が高いのは表面のみ！
⇒正転ロータリーで掘り起こさない

圃場準備の考え方

4

①耕起前除草剤：ラウンドアップにより既発生雑草除草
②施肥：慣行移植栽培と同様
③耕うん：砕土率を70％程度まで高める。

砕土率：直径2cm以下の土塊の重量割合

引用元：https://www.yanmar.com/jp/agri/products/implements/ru160/

圃場準備の考え方
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■最も基本的な播種機の考え方
トラクタアタッチの4条播種機（ニンジン用）を利用
⇒保有する生産者も多く、安価
注意点：排水性の悪い圃場では畝立てを行う

■播種・中耕除草に使用するトラクター
考え方：播種時に作られる轍を利用して中耕除草を実施するため、

播種・中耕除草いずれも同様のトラクターが望ましい
スペック：馬力は問わない、最低地上高30cm程度

■中耕除草機
使用機械：狭畦用中耕機

（キュウホー PA010-4FTSHA、またはPA010-4ETSHA）
考え方：雑草が小さい段階で「地表の土を動かす」方法が効果的

機械準備の考え方①

5

中耕除草機の設定調整
深さ：3～5㎝

PA010-4ETSHA

播種機の設定調整
条間：25～28cm

⇒中耕除草機が通過できる幅
を確保する！
播種間隔 ：8cm 加工向け

6cm 青果向け

機械準備の考え方①
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機械準備の考え方②

■排水性の悪い圃場（水田転換畑）での播種の考え方
畝立て同時播種機を利用

■播種・中耕除草に使用するトラクター
考え方：中耕除草時は畝の裾をトラクターで走るため、

車幅を内々120cm確保する
スペック：播種時 30馬力程度

中耕除草時 馬力は問わない、車幅内々120cm、
最低地上高50cm程度

■中耕除草機
考え方：畝肩を削らないように両端のカルチを外す

参考：（株）クボタたまねぎ直播機
溝畝の作成、リン酸直下施肥が可能となる

種子

リン酸

畝溝、リン酸直下施肥の概要

6

設定調整
条間：25cm

⇒広げ過ぎると畝肩により
過ぎるため注意

機械準備の考え方②
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